
Title 「莎菲女士の日記」にみる丁玲の恋愛・結婚観 :
一九二〇年代の中国における知識人女性の生き方をめぐって

Sub Title Ding Ling's views on love and marriage in "Miss Sophie's Diary": an intellectual woman's way of life
in China in the 1920s

Author 松倉, 梨恵(Matsukura, Rie)
Publisher 慶應義塾大学藝文学会

Publication year 2013
Jtitle 藝文研究 (The geibun-kenkyu : journal of arts and letters). Vol.104, (2013. 6) ,p.55- 74 

JaLC DOI
Abstract
Notes
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00072643-01040001-

0055

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


『藝文研究』第 104号

（290）

「
莎
菲
女
士
の
日
記
」に
み
る
丁
玲
の
恋
愛
・
結
婚
観

│
一九
二
〇
年
代
の
中
国
に
お
け
る
知
識
人
女
性
の
生
き
方
を
め
ぐ
って
│

松
倉　

梨
恵

一
、
は
じ
め
に

「
莎
菲
女
士
の
日
記
」
は
、
一
九
二
八
年
に
『
小
説
月
報
』
第
一
九
巻
第
二
号
に
発
表
さ
れ
た
丁
玲
の
第
二
作
目
の
小
説
で
あ
り
、
丁
玲
初

期
の
代
表
作
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
発
表
以
来
、
注
目
を
集
め
続
け
て
き
た
が
、
そ
の
評
価
は
時
代
と
と
も
に
、
丁
玲
自
身
の
評
価
に
伴
っ

て
、
幾
度
か
の
変
遷
を
経
て
い
る
。

こ
こ
で
、
こ
の
作
品
の
主
人
公
で
あ
る
莎
菲
に
つ
い
て
の
評
価
の
変
遷
を
見
て
み
よ
う
。
作
品
発
表
と
ほ
ぼ
同
時
代
、
銭
謙
吾
は
莎
菲
を

は
じ
め
丁
玲
が
描
く
女
性
を
「
封
建
意
識
と
い
う
も
の
が
微
塵
も
存
在
し
な
い
」「
近
代
的
女
子
」
で
あ
る
と
し）

1
（

、茅
盾
は
莎
菲
を
「
個
人
主

義
で
、
旧
礼
教
の
反
逆
者
」「『
五
四
』
以
後
の
解
放
さ
れ
た
若
い
女
性
た
ち
の
、
性
愛
に
お
け
る
矛
盾
し
た
心
理
の
代
表
者
」
で
あ
る
と
し）

2
（

、

そ
れ
ぞ
れ
高
く
評
価
し
た
。
そ
の
後
、
整
風
運
動
の
中
で
起
こ
っ
た
丁
玲
批
判
の
際
に
は
こ
の
作
品
も
批
判
を
受
け
、
周
揚
は
莎
菲
を
「
恐

ろ
し
い
虚
無
主
義
的
な
個
人
主
義
者
」「
没
落
階
級
に
お
け
る
退
廃
傾
向
の
化
身
」
で
あ
る
と
し
た）

3
（

。
文
化
大
革
命
が
終
わ
っ
て
丁
玲
が
名
誉
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回
復
さ
れ
る
と
、
こ
の
作
品
に
対
し
て
も
再
評
価
が
行
わ
れ
た
。
袁
良
駿
は
先
の
周
揚
の
批
判
に
反
対
し
、
莎
菲
を
「
封
建
礼
教
と
世
俗
社

会
の
し
が
ら
み
を
破
っ
た
」「『
五
四
』
運
動
の
薫
陶
を
受
け
た
、
志
を
持
っ
た
新
女
性
」
で
あ
る
と
し
て
、
莎
菲
を
擁
護
し
た）

4
（

。
銭
謙
吾
が

莎
菲
を
「
近
代
的
女
子
」
と
呼
ん
だ
の
に
始
ま
り
、
莎
菲
は
丁
玲
批
判
の
時
期
を
除
い
て
、「
旧
礼
教
」「
封
建
思
想
」
に
反
抗
す
る
「
新
し

い
」
女
性
と
見
な
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
高
く
評
価
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

莎
菲
と
い
う
女
性
像
に
つ
い
て
、
江
上
幸
子
は
清
末
か
ら
日
中
全
面
戦
争
開
始
ま
で
に
生
ま
れ
た
「
新
婦
女
」
に
関
す
る
言
説
を
Ⅰ
「
良

妻
賢
母
」
期
（
清
末
〜
）、
Ⅱ
「
ノ
ラ
」
期
（
一
九
一
〇
年
代
半
ば
〜
）、
Ⅲ
「
職
業
婦
女
」
期
（
一
九
二
〇
年
代
半
ば
〜
）、
Ⅳ
「
新
女
性
」

期
（
一
九
二
〇
年
代
末
期
〜
）、
Ⅴ
「
労
働
婦
女
」
期
（
一
九
三
〇
年
代
初
期
〜
）
の
五
つ
の
時
期
に
区
分
し
た
上
で
、
丁
玲
の
初
期
作
品
の

主
人
公
た
ち
を
、
当
時
「
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
「
苦
悶
す
る
新
青
年
女
性
た
ち
」
で
あ
る
Ⅳ
期
の
「
新
女
性
」
で
あ
っ
た
と

し
て
い
る）

5
（

。

こ
こ
で
、
莎
菲
を
取
り
ま
く
登
場
人
物
を
見
て
み
る
と
、
凌
吉
士
、
葦
弟
、
雲
霖
、
毓
芳
、
そ
の
他
友
人
た
ち
の
い
ず
れ
も
が
、
都
会
で

生
活
す
る
教
育
を
受
け
た
青
年
男
女
で
あ
り
、
当
時
「
新
し
い
」
部
類
の
人
間
に
属
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
莎
菲
の
父
親
は
理
解

の
あ
る
人
物
の
よ
う
で
、
莎
菲
に
旧
式
の
結
婚
を
迫
る
よ
う
な
こ
と
も
な
い
。
だ
が
こ
の
作
品
へ
の
再
評
価
後
の
論
文
を
見
て
み
る
と
、
吉

士
の
生
き
方
を
「
封
建
」
と
言
う
者）

6
（

も
あ
れ
ば
、
葦
弟
の
自
分
勝
手
な
愛
を
「
封
建
」
と
言
う
者）

7
（

、
ま
た
雲
霖
・
毓
芳
の
恋
愛
を
「
封
建
」

と
言
う
者）

8
（

も
あ
り
、
登
場
人
物
た
ち
の
何
が
「
封
建
」
な
の
か
に
つ
い
て
は
、
一
致
し
て
い
な
い
。

こ
う
し
て
見
る
と
、
人
々
が
「
新
し
い
」「
近
代
的
」「
旧
い
」「
封
建
的
」
な
ど
と
言
う
時
に
、
何
を
も
っ
て
「
新
し
い
」「
近
代
的
」
と

言
い
、
何
を
も
っ
て
「
旧
い
」「
封
建
的
」
と
言
っ
て
い
た
の
か
は
、
そ
の
人
の
立
場
に
よ
り
異
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
が
正
し
い

と
思
う
主
張
が
「
新
」
し
く
「
近
代
的
」
で
、
そ
れ
と
反
対
の
意
見
は
「
旧
」
く
て
「
封
建
的
」
だ
と
言
っ
て
非
難
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
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る
。そ

れ
で
は
実
際
の
と
こ
ろ
、
作
品
が
発
表
さ
れ
た
当
時
に
お
い
て
、
莎
菲
お
よ
び
他
の
登
場
人
物
た
ち
の
恋
愛
・
結
婚
に
お
け
る
立
場
は

ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
た
の
か
。
本
論
文
で
は
、
こ
の
作
品
に
お
け
る
莎
菲
お
よ
び
他
の
女
性
登
場
人
物
を
中
心
に
、
彼
女
た
ち
の
立

場
を
、
当
時
の
中
国
に
お
け
る
恋
愛
を
め
ぐ
る
具
体
的
な
言
説
の
中
に
位
置
づ
け
て
考
察
し
、
莎
菲
ひ
い
て
は
丁
玲
の
恋
愛
・
結
婚
に
対
す

る
態
度
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

な
お
、
本
論
文
で
は
「
莎
菲
女
士
の
日
記
」
の
日
本
語
訳
は
、
岡
崎
俊
夫
訳
『
霞
村
に
い
た
時
』（
岩
波
書
店
、
一
九
五
六
年
）
に
収
め
ら

れ
た
「
莎ソ

フ
ィ菲

女
士
の
日
記
」
を
使
用
し
た）

9
（

。
そ
の
他
、
本
論
文
で
用
い
た
中
国
語
の
文
章
の
翻
訳
で
注
記
の
な
い
も
の
は
、
拙
訳
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。

二
、一
九
二
〇
年
代
中
国
の
女
性
を
取
り
ま
く
状
況

（
一
） 

霊
肉
一
致
と
恋
愛
悲
劇

一
九
二
〇
年
代
の
中
国
で
は
、「
霊
肉
一
致
」
が
恋
愛
に
お
い
て
最
も
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
た
。「
恋
愛
」
と
い
う
概
念
が
初
め
て

中
国
に
入
っ
て
き
た
頃
、「
恋
愛
」
は
肉
欲
を
排
し
た
純
粋
に
精
神
的
な
愛
情
、
つ
ま
り
「
プ
ラ
ト
ニ
ッ
ク
・
ラ
ブ
」
と
し
て
理
解
さ
れ
る
こ

と
が
多
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
一
九
二
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
、
恋
愛
と
い
う
の
は
単
に
精
神
的
な
も
の
で
は
な
く
、
精
神
の
愛
と
肉
体
の
愛

の
融
合
で
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
主
張
が
、
当
時
の
進
歩
的
な
女
性
雑
誌
で
あ
っ
た
『
婦
女
雜
誌
』
な
ど
を
中
心
に
な
さ
れ
て
い
た）

10
（

。

一
九
二
五
年
に
は
、『
婦
女
雜
誌
』
第
十
一
巻
第
一
号
に
お
い
て
、
編
集
長
の
章
錫
琛
の
も
と
で
「
新
性
道
德
號
」
が
組
ま
れ
、
新
性
道
徳
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論
争
を
引
き
起
こ
し
た
。
こ
れ
が
原
因
で
章
錫
琛
は
後
に
『
婦
女
雜
誌
』
編
集
長
の
職
を
解
か
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
こ
こ
で
彼
は
以
下
の

よ
う
に
「
霊
肉
一
致
」
の
「
新
し
い
性
道
徳
」
を
説
い
て
い
る
。

従
来
の
性
道
徳
の
考
え
方
で
、
最
も
お
か
し
な
点
は
、
性
行
為
が
結
婚
と
い
う
形
式
を
踏
ん
だ
男
女
二
人
の
間
で
の
み
為
さ
れ
る
も

の
と
規
定
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
は
結
婚
と
い
う
形
式
を
、
ま
る
で
一
切
の
不
道
徳
を
道
徳
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
、
無

上
の
神
通
力
を
も
っ
た
も
の
の
よ
う
に
み
な
し
て
い
る
。
す
で
に
成
年
と
な
り
、
責
任
能
力
を
備
え
た
男
女
が
、
双
方
の
合
意
に
よ

り
結
ば
れ
る
。
こ
れ
は
、
ど
の
よ
う
な
面
か
ら
み
て
も
、
社
会
と
個
人
に
有
害
で
あ
ろ
う
は
ず
が
な
い
。
し
か
る
に
、
一
般
社
会
は

常
に
こ
れ
を
不
道
徳
と
み
な
し
て
き
た
。
新
し
い
性
道
徳
で
は
、
男
女
間
の
性
的
行
為
は
、
そ
の
結
果
が
社
会
に
害
を
及
ぼ
さ
な
い

か
ぎ
り
、
個
人
的
関
係
と
考
え
ら
れ
る
だ
け
で
あ
り
、
決
し
て
こ
れ
を
不
道
徳
と
言
い
立
て
る
こ
と
は
で
き
な
い）

11
（

。

章
錫
琛
は
性
道
徳
の
根
拠
を
「
結
婚
と
い
う
形
式
」
で
は
な
く
「
個
人
的
関
係
」
に
求
め
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
結
婚
せ
ず
に

同
棲
す
る
こ
と
や
婚
外
交
渉
を
持
つ
こ
と
も
認
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
二
八
年
、
章
錫
琛
が
『
婦
女
雜
誌
』
を
離
れ
た
後
に
創
刊
し
た

雑
誌
『
新
女
性
』
に
は
、
下
記
の
よ
う
な
投
稿
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

F
女
士
は
W
と
愛
し
合
い
、
結
婚
の
手
続
き
を
経
ず
に
同
居
を
始
め
た
。
こ
の
こ
と
で
F
と
W
は
社
会
か
ら
侮
辱
を
受
け
る
こ
と
と

な
り
、
議
論
紛
糾
し
、
同
郷
の
人
た
ち
は
同
郷
だ
と
い
う
資
格
で
二
人
を
責
め
立
て
た
。（
中
略
）
そ
こ
で
私
は
面
倒
を
避
け
る
た
め

に
儀
式
を
し
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。
そ
こ
で
私
が
F
に
そ
う
伝
え
る
と
、
F
は
こ
う
答
え
た
。「
く
だ
ら
な
い
、
二
人
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の
間
で
キ
ス
し
た
り
、
抱
き
合
っ
た
り
、
そ
れ
か
ら
も
っ
と
深
い
関
係
に
な
る
の
に
も
、
ど
う
し
て
世
間
を
欺
く
取
引
の
よ
う
な
結

婚
の
儀
式
な
ん
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
よ）

12
（

。」

そ
し
て
同
じ
頃
、
中
国
で
は
恋
愛
を
め
ぐ
る
悲
劇
的
な
事
件
が
数
多
く
起
こ
り
、
当
時
の
新
聞
・
雑
誌
の
紙
面
を
賑
わ
せ
て
い
た
。
以
下

に
、
い
く
つ
か
そ
の
例
を
挙
げ
る
。

一
九
二
三
年
、
梅
女
士
が
不
幸
な
死
に
至
る
ま
で
の
顚
末
が
『
婦
女
雜
誌
』
で
伝
え
ら
れ
た
。
梅
女
士
は
Ch
君
と
恋
愛
し
て
結
婚
を
し
よ

う
と
し
た
が
、
父
親
に
反
対
さ
れ
た
た
め
、
新
聞
に
声
明
を
出
し
て
父
親
と
縁
を
切
っ
た
。
し
か
し
結
婚
後
、
一
人
で
故
郷
に
帰
っ
た
夫
は

家
族
の
圧
力
に
負
け
、
親
の
決
め
た
相
手
と
結
婚
す
る
と
手
紙
で
梅
女
士
に
告
げ
た
。
梅
女
士
は
シ
ョ
ッ
ク
の
あ
ま
り
病
気
に
な
り
、
Ch
君

を
恨
み
な
が
ら
亡
く
な
っ
た）

13
（

。

ま
た
一
九
二
四
年
に
は
、
黄
女
士
が
自
殺
未
遂
し
た
事
件
が
『
婦
女
雜
誌
』
に
紹
介
さ
れ
た
。
黄
女
士
は
幼
い
頃
に
親
の
決
め
た
婚
約
者

が
い
た
が
、
年
頃
に
な
っ
て
そ
の
婚
約
を
不
満
に
思
う
よ
う
に
な
り
、
婚
約
を
解
消
し
た
。
父
親
は
怒
っ
て
、
彼
女
に
三
〇
〇
〇
元
を
与
え

て
親
子
の
縁
を
切
っ
た
。
そ
の
後
、
黄
女
士
は
王
君
と
恋
愛
結
婚
し
、
持
っ
て
い
た
金
を
全
て
王
君
に
渡
し
た
が
、
後
に
、
彼
に
は
す
で
に

妻
が
い
た
こ
と
を
知
る
。
さ
ら
に
王
君
は
金
を
得
る
と
態
度
も
豹
変
し
、
暴
力
を
ふ
る
う
よ
う
に
な
っ
た
。
黄
女
士
は
後
悔
の
あ
ま
り
飛
び

降
り
自
殺
を
図
っ
た）

14
（

。

一
九
二
八
年
に
は
、
馬
振
華
の
自
殺
を
め
ぐ
る
話
題
が
上
海
の
世
論
を
騒
然
と
さ
せ
た
。
汪
世
昌
と
馬
振
華
は
恋
愛
し
、
婚
約
中
に
肉
体

関
係
を
結
ん
だ
が
、
汪
世
昌
は
馬
振
華
が
す
で
に
処
女
で
は
な
か
っ
た
と
の
疑
い
を
持
ち
、
別
れ
を
告
げ
た
。
そ
の
後
、
馬
振
華
は
黄
埔
江

に
身
を
投
げ
て
自
殺
し
た
。
馬
振
華
の
自
殺
を
知
っ
た
汪
世
昌
は
、
自
身
も
川
に
飛
び
込
ん
で
自
殺
未
遂
を
起
こ
す
が
、
後
に
そ
れ
は
世
論
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の
圧
力
を
恐
れ
て
起
こ
し
た
自
作
自
演
の
自
殺
未
遂
騒
動
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
。
こ
の
事
件
は
、
上
海
の
多
く
の
新
聞
や
雑
誌
で
ゴ
シ
ッ

プ
的
に
取
り
ざ
た
さ
れ
た
上
、
小
説
や
舞
台
に
も
な
っ
て
演
じ
ら
れ
た）

15
（

。

こ
れ
ら
の
事
件
に
共
通
し
て
い
た
の
は
、
自
由
恋
愛
を
し
て
相
手
と
性
交
渉
を
持
っ
た
知
識
人
女
性
が
、
後
に
男
性
か
ら
捨
て
ら
れ
た
こ

と
を
悲
嘆
し
て
、
病
死
や
自
殺
と
い
う
不
幸
な
結
果
に
終
わ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た）

16
（

。
男
性
は
、
旧
思
想
に
よ
っ
て
も
新
思
想
に
よ
っ
て

も
、恋
愛
経
験
が
豊
富
で
あ
る
こ
と
が
問
題
と
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
女
性
は
処
女
を
失
う
と
、多
く
の
男
性
か
ら
恋
愛
や
結
婚

の
対
象
か
ら
外
さ
れ
た
り
世
間
か
ら
冷
た
い
目
で
見
ら
れ
た
り
と
、
男
性
に
比
べ
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
女
性
に
と
っ

て
不
利
な
現
実
が
、
女
性
に
将
来
を
悲
観
さ
せ
て
悲
劇
を
引
き
起
こ
し
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
見
る
と
、「
霊
肉
一
致
」
の
恋
愛

観
に
基
づ
く
自
由
恋
愛
で
の
失
敗
は
、
女
性
た
ち
を
死
に
導
く
可
能
性
を
秘
め
て
い
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
二
）
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル

一
九
二
〇
年
代
末
頃
よ
り
、
中
国
の
都
市
で
は
「
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
」
と
呼
ば
れ
る
女
性
た
ち
が
急
増
し
た
。「
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
」
と
は
、

「
チ
ャ
イ
ナ
ド
レ
ス
」「
ハ
イ
ヒ
ー
ル
」「
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
」「
白
粉
」「
口
紅
」「
パ
ー
マ
」
と
い
っ
た
、
当
時
流
行
し
た
西
洋
式
の
モ
ダ
ン
な

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
身
を
包
ん
だ
女
性
た
ち
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
」
に
対
し
て
は
、
し
ば
し
ば
批
判
的
な
見
方
が
さ
れ
て

い
た
。
一
九
三
一
年
、
天
津
『
大
公
報
』
に
は
「
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
と
良
妻
賢
母
」
と
い
う
文
章
が
掲
載
さ
れ
、
こ
こ
で
「
近
年
、
少
し
ば
か

り
教
育
を
受
け
た
い
わ
ゆ
る
モ
ダ
ン
な
女
学
生
た
ち
は
、
流
行
を
追
い
新
文
化
を
語
る
た
め
に
、
一
人
と
し
て
良
妻
賢
母
を
否
定
し
な
い
者

は
な
い
。
良
妻
賢
母
が
女
性
に
ひ
ど
い
侮
辱
を
与
え
る
も
の
だ
と
考
え
な
い
者
は
い
な
い
の
だ）

17
（

」
と
、
良
妻
賢
母
を
否
定
す
る
モ
ダ
ン
ガ
ー

ル
が
非
難
さ
れ
て
い
る
。
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「
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
」
は
、
本
来
は
女
性
の
外
見
的
特
徴
を
指
す
も
の
で
あ
っ
た
が
、
後
に
そ
の
道
徳
観
念
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
董
玥
は
、
以
下
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

（
要
約
）
当
時
の
都
市
部
で
は
、
良
家
の
子
女
だ
け
で
な
く
女
工
や
農
村
出
身
の
女
性
ま
で
も
が
皆
同
じ
よ
う
に
モ
ダ
ン
な
格
好
に

身
を
包
ん
で
上
流
階
級
の
男
性
を
誘
惑
す
る
よ
う
に
な
り
、
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
と
い
う
外
見
が
階
級
や
階
層
の
境
界
線
を
曖
昧
に
し
、

エ
リ
ー
ト
た
ち
の
結
婚
市
場
の
純
潔
性
に
脅
威
を
与
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
対
抗
す
る
策
と
し
て
「
真
の
モ
ダ
ン

ガ
ー
ル
」
と
い
う
言
説
が
生
ま
れ
た
。
一
九
三
三
年
か
ら
一
九
三
四
年
に
か
け
て
出
版
さ
れ
た
『
婦
人
畫
報
』
で
は
、「
真
の
」
モ
ダ

ン
ガ
ー
ル
に
な
る
た
め
に
は
「
道
徳
の
質
」
が
必
要
で
あ
り
、
映
画
、
体
育
、
読
書
、
ダ
ン
ス
、
音
楽
、
手
芸
と
い
っ
た
各
方
面
で

修
養
を
積
む
よ
う
に
と
の
主
張
が
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
誌
は
女
性
読
者
に
対
し
、
こ
う
し
て
様
々
な
修
養
を
積
む
目
的
は
、
現
代

男
性
を
魅
了
し
彼
ら
に
釣
り
合
う
伴
侶
と
な
る
た
め
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
と
忠
告
す
る）

18
（

。

『
婦
人
畫
報
』
の
主
張
で
は
、「
真
の
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
」
と
な
る
こ
と
の
目
的
は
現
代
の
男
性
に
と
っ
て
の
良
き
妻
と
な
る
こ
と
な
の
で
あ
っ

た
。こ

の
よ
う
に
、当
時
の
文
章
に
お
い
て
「
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
」
が
語
ら
れ
る
時
、そ
の
多
く
は
批
判
的
に
語
ら
れ
る
か
、現
実
の
モ
ダ
ン
ガ
ー

ル
を
非
難
し
た
上
で
理
想
の
あ
る
べ
き
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
の
姿
が
述
べ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
良
妻
賢
母
」
と
し

て
の
役
割
を
拒
否
す
る
こ
と
が
、「
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
」
を
非
難
す
る
理
由
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。



『藝文研究』第 104号

（283）

（
三
）
新
思
想
旧
道
徳
の
女
性
形
象

妻
と
し
て
の
役
割
を
拒
否
し
た
「
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
」
が
非
難
の
対
象
と
な
る
中
で
、
男
性
た
ち
に
と
っ
て
理
想
の
女
性
像
と
な
っ
た
の
が

「
新
思
想
旧
道
徳
」
の
女
性
た
ち
で
あ
っ
た
。
都
市
に
出
て
き
た
当
時
の
知
識
人
青
年
た
ち
の
多
く
は
、伝
統
的
な
大
家
族
に
代
わ
っ
て
西
洋

式
の
核
家
族
か
ら
な
る
新
式
家
庭
を
築
こ
う
と
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
男
性
た
ち
に
と
っ
て
、
無
学
な
旧
式
の
女
性
は
も
は
や
理
想
の
結
婚

相
手
で
は
な
く
な
り
、
代
わ
っ
て
新
式
教
育
を
受
け
た
女
性
が
理
想
の
結
婚
相
手
と
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
新
式
教
育
を
受
け
た
女
性
こ

そ
が
新
式
家
庭
の
妻
と
し
て
夫
を
助
け
子
ど
も
を
教
育
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
た
た
め
で
あ
っ
た）

19
（

。
章
錫
琛
は
こ
の
「
新
思
想
旧

道
徳
」
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
る
。

　
「
新
思
想
旧
道
徳
の
新
女
子
」、
こ
れ
は
な
ん
と
矛
盾
し
た
言
葉
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
こ
れ
こ
そ
が
、
現
代
に
お
い
て
非
常
に
美
し

く
て
流
行
し
て
い
る
言
葉
な
の
だ
。
我
々
が
日
頃
目
に
す
る
新
女
子
の
う
ち
、
新
思
想
旧
道
徳
で
な
い
も
の
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。

こ
の
よ
う
な
女
性
こ
そ
が
、
現
代
の
一
般
的
女
性
に
と
っ
て
唯
一
の
モ
デ
ル
な
の
で
あ
る
。

　

新
と
い
う
の
は
思
想
上
の
も
の
で
あ
る
。
彼
女
た
ち
は
断
髪
し
た
り
、チ
ャ
イ
ナ
ド
レ
ス
を
着
た
り
、ス
ト
ッ
キ
ン
グ
と
ハ
イ
ヒ
ー

ル
を
履
い
て
い
た
り
、
女
性
解
放
や
男
女
同
権
、
さ
ら
に
最
も
流
行
の
国
民
革
命
に
つ
い
て
語
っ
た
り
も
す
る
。
し
か
し
彼
女
た
ち

の
道
徳
観
念
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
彼
女
た
ち
は
依
然
と
し
て
親
孝
行
や
勤
倹
・
貞
淑
、
夫
唱
婦
随
を
崇
拝
し
て
い
る
の
だ
。

旧
式
の
お
嬢
さ
ん
が
新
式
の
衣
服
を
ま
と
っ
て
い
る
、
こ
れ
が
現
代
の
い
わ
ゆ
る
「
新
女
子
」
な
の
だ）

20
（

。

こ
の
「
新
思
想
旧
道
徳
」
の
女
性
た
ち
は
、モ
ダ
ン
な
外
見
に
「
良
妻
賢
母
」
に
ふ
さ
わ
し
い
道
徳
を
備
え
た
「
理
想
の
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
」
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と
も
重
な
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
章
錫
琛
は
『
婦
人
畫
報
』
と
は
逆
の
立
場
か
ら
、「
新
女
子
」
と
言
わ
れ
る
女
性
た
ち
の
な
か
に
根
強
く
残

る
古
い
道
徳
観
念
を
批
判
し
て
「
新
思
想
旧
道
徳
」
だ
と
言
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
、「
新
思
想
」
の
必
須
条
件
は
新
式
の
教
育
を
受
け
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
方
、「
旧
道
徳
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
項
目
は
様
々
な
も
の
が
あ
っ
た
が
、
共
通
し
て
い
た
の
は
、「
良
妻
賢

母
」
と
な
る
の
に
必
要
と
考
え
ら
れ
る
事
柄
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
「
新
思
想
旧
道
徳
」
の
女
性
像
は
男
性
か
ら
も
女
性
か
ら
も
受
け

入
れ
ら
れ
る
「
新
女
子
」
と
し
て
流
行
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
四
）
女
性
同
士
の
親
密
な
関
係

五
四
期
以
降
、
一
九
二
〇
年
代
に
は
多
く
の
女
性
作
家
の
手
に
よ
っ
て
女
学
生
同
士
の
同
性
愛
、
も
し
く
は
同
性
愛
に
近
い
愛
情
を
テ
ー

マ
と
す
る
物
語
が
書
か
れ
た）

21
（

。
当
時
、
こ
う
し
た
女
学
生
同
士
の
恋
愛
は
、
女
学
校
と
い
う
新
し
く
生
ま
れ
た
知
識
人
女
性
た
ち
の
集
ま
る

空
間
に
お
い
て
、
実
際
に
よ
く
起
こ
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
劉
伝
霞
は
、
当
時
の
知
識
人
女
性
た
ち
の
間
で
、
家
か
ら
外
へ
出
て
も
男
性

と
接
す
る
機
会
が
少
な
か
っ
た
こ
と
や
男
女
が
自
由
に
交
際
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
恋
愛
感
情
が
同
性
に
向
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
同
性
愛
的
な
感
情
が
生
ま
れ
て
い
っ
た
と
し
て
い
る）

22
（

。
ま
た
、
常
彬
は
以
下
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

「
五
四
」
時
代
の
女
性
が
描
い
た
女
性
同
性
愛
を
テ
ー
マ
と
す
る
作
品
は
、そ
の
多
く
が
厳
格
な
意
味
に
お
け
る
同
性
愛
を
描
い
た
作

品
で
は
な
く
、
一
種
の
友
情
を
超
え
た
、
互
い
に
慕
い
同
情
し
合
う
親
密
な
（
あ
る
い
は
曖
昧
な
）、
異
性
愛
に
似
て
い
る
け
れ
ど

も
基
本
的
に
は
性
的
関
係
の
伴
わ
な
い
精
神
的
な
親
密
な
関
係
で
あ
り
、
準
・
同
性
愛
ま
た
は
同
性
間
の
情
誼
（
姉
妹
の
情
誼
）
と

い
っ
た
性
質
の
、
女
性
同
性
愛
の
「
サ
ブ
・
テ
キ
ス
ト
」
な
の
で
あ
る）

23
（

。
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こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
当
時
の
文
学
に
登
場
し
た
女
性
同
士
の
親
密
な
関
係
は
、
基
本
的
に
性
的
関
係
の
伴
わ
な
い
「
同
性
間
の
情
誼
」

と
も
言
う
べ
き
精
神
的
な
愛
情
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
常
は
ま
た
、
女
性
同
士
の
そ
う
し
た
関
係
が
流
行
し
た
理
由
と
し
て
、
男

女
で
性
規
範
が
著
し
く
不
平
等
で
あ
っ
た
た
め
、
男
女
が
互
い
に
理
解
し
合
う
こ
と
が
難
し
か
っ
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る）

24
（

。
確
か
に
、
男
性

は
恋
愛
で
失
敗
し
た
と
し
て
も
ま
た
他
の
女
性
と
恋
愛
す
れ
ば
よ
く
、
そ
の
こ
と
は
新
道
徳
か
ら
も
旧
道
徳
か
ら
も
問
題
と
な
ら
な
い
が
、

女
性
に
と
っ
て
恋
愛
の
失
敗
は
死
と
い
う
結
果
を
招
く
可
能
性
を
秘
め
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
、
女
性
が
男
性
と
理
解
し
合
う

こ
と
は
難
し
く
、
む
し
ろ
同
じ
弱
い
立
場
に
あ
っ
た
女
性
同
士
の
方
が
、
理
解
し
合
い
い
た
わ
り
合
う
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

三
、
作
品
分
析

こ
こ
ま
で
、「
莎
菲
女
士
の
日
記
」
の
発
表
当
時
の
女
性
を
め
ぐ
る
状
況
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
本
章
で
は
、
こ
れ
ら
の
事
柄
を
軸
に
し

て
「
莎
菲
女
士
の
日
記
」
の
解
釈
を
試
み
た
い
。

（
一
）
蘊
姉
さ
ま
・
剣
如
と
「
女
性
同
士
の
親
密
な
関
係
」

小
説
の
冒
頭
か
ら
、
莎
菲
は
肺
病
を
病
み
、
ま
た
「
私
は
毎
日
待
ち
、
や
り
す
ご
し
、
ひ
た
す
ら
こ
の
冬
が
少
し
で
も
早
く
過
ぎ
去
っ
て

く
れ
る
よ
う
に
と
祈
っ
て
い
る
」「
全
く
何
も
か
も
い
や
な
も
の
ば
か
り
だ
」（
十
二
月
二
十
四
日）

25
（

）
と
、憂
鬱
な
気
持
ち
で
暮
ら
し
て
い
る
。
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こ
の
憂
鬱
の
原
因
は
、
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
は
、
莎
菲
の
親
友
で
あ
っ
た
蘊
姉
さ
ま
が
結
婚
し
た
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
の
蘊
姉
さ
ま
と
の
幸
せ
な
関
係
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
た
め

だ
と
考
え
ら
れ
る
。
莎
菲
は
物
語
の
冒
頭
か
ら
「
私
は
、
は
っ
き
り
私
を
理
解
で
き
る
人
が
い
て
く
れ
れ
ば
と
思
う
。
私
を
解
っ
て
く
れ
な

い
な
ら
、愛
や
い
た
わ
り
を
求
め
て
も
何
に
な
ろ
う
」（
十
二
月
二
十
四
日）

26
（

）
と
言
っ
て
い
る
。
ま
た
凌
吉
士
の
こ
と
で
思
い
悩
ん
で
い
る
際

に
も
、「
た
だ
泣
き
た
い
の
だ
。
私
を
そ
の
胸
に
泣
き
伏
せ
さ
せ
て
く
れ
、『
私
、
ま
た
自
分
を
ダ
メ
に
し
ち
ゃ
っ
た
の
よ
』
と
い
わ
し
て
く

れ
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
人
が
い
れ
ば
い
い
な
と
思
う
。
し
か
し
誰
が
私
を
理
解
し
、
抱
擁
し
、
慰
撫
し
て
く
れ
よ
う
。
そ
こ
で
、
私
は
し
か

た
な
く
笑
い
な
が
ら
『
私
、
ま
た
自
分
を
ダ
メ
に
し
ち
ゃ
っ
た
の
よ
』
と
い
っ
て
泣
き
む
せ
ぶ
の
だ
」（
三
月
十
三
日）

27
（

）
と
記
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
そ
の
数
日
後
に
は
、
前
年
の
こ
と
を
回
想
し
つ
つ
「
去
年
の
今
時
分
の
生
活
は
ど
う
だ
っ
た
ろ
う
。
蘊
姉
さ
ま
は
目
に
入
れ
て

も
痛
く
な
い
ほ
ど
私
を
あ
ま
や
か
し
可
愛
が
っ
て
く
れ
た
の
で
、
私
は
仮
病
を
使
っ
て
床
か
ら
離
れ
な
か
っ
た
も
の
だ
。
蘊
姉
さ
ま
か
ら
愛

撫
し
て
も
ら
い
た
い
ば
か
り
に
、
お
ろ
お
ろ
し
て
私
を
慰
め
る
言
葉
も
な
く
早
や
流
れ
出
す
涙
の
味
を
慕
っ
て
、
机
に
う
つ
ぶ
し
て
何
で
も

な
い
不
満
ご
と
を
考
え
て
は
め
そ
め
そ
泣
い
た
も
の
だ
」「
友
人
は
何
人
も
い
て
非
常
に
私
を
大
事
に
し
て
く
れ
は
す
る
が
、そ
の
私
と
の
関

係
は
と
う
て
い
蘊
姉
さ
ま
の
愛
情
と
は
比
較
に
も
な
ら
な
い
」（
三
月
二
十
一
日
夜）

28
（

）
と
書
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
も
と
も
と
彼
女
を
理
解

し
、
抱
き
し
め
、
慰
め
て
く
れ
て
い
た
の
は
蘊
姉
さ
ま
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
岡
崎
訳
の
「
愛
撫
」
と
い
う
言
葉
は
、
日
本
語
で
は

愛
情
の
表
現
と
し
て
な
で
た
り
さ
す
っ
た
り
す
る
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
て
お
り
、
性
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
連
想
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
が
、
原

文
は
「
撫
摩
（
な
で
る
、
さ
す
る
）」
で
あ
り
、
こ
こ
に
性
的
な
意
味
合
い
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

莎
菲
は
、
前
年
に
は
蘊
姉
さ
ま
と
い
う
存
在
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
蘊
姉
さ
ま
が
結
婚
し
て
、
莎
菲
は
蘊
姉
さ
ま
と
の
親
密
な
関

係
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
喪
失
感
の
た
め
に
、
小
説
の
冒
頭
か
ら
憂
鬱
な
気
持
ち
で
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
自
分
に
良
く
し
て
く
れ
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る
友
人
の
毓
芳
を
親
友
と
思
え
な
い
の
も
、
そ
の
前
に
蘊
姉
さ
ま
と
い
う
特
別
な
存
在
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
毓
芳
は
蘊
姉
さ
ま
の
よ

う
に
「
理
解
・
抱
擁
・
慰
撫
」
し
て
く
れ
る
、
普
通
の
友
情
を
超
え
た
特
別
な
存
在
に
ま
で
は
な
り
え
な
い
。
だ
か
ら
莎
菲
は
、
毓
芳
の
こ

と
も
親
友
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
莎
菲
の
蘊
姉
さ
ま
に
対
す
る
気
持
ち
は
、
常
彬
の
言
う
と
こ
ろ
の
普
通
の
友
情
を
超
え
た
、
け
れ
ど
も
性
的
関
係
の
伴
わ
な
い
「
同

性
間
の
情
誼
」
で
あ
る
と
言
え
る
。
莎
菲
は
蘊
姉
さ
ま
に
対
し
、
友
情
を
超
え
た
特
別
な
愛
情
を
抱
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
普
通
の

友
人
な
ら
、
蘊
姉
さ
ま
が
結
婚
し
よ
う
と
も
、
従
来
通
り
友
情
を
続
け
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
莎
菲
は
そ
れ
で
は
我
慢
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
莎
菲
は
蘊
姉
さ
ま
に
と
っ
て
一
番
の
存
在
で
あ
り
た
か
っ
た
の
だ
。
だ
か
ら
莎
菲
は
、
蘊
姉
さ
ま
を
自
分
か
ら
奪
っ
た

相
手
の
男
性
を
「
も
し
彼
女
が
神
に
翻
弄
さ
れ
た
よ
う
に
あ
の
蒼
白
い
男
を
愛
し
さ
え
し
な
か
っ
た
ら
、
こ
ん
な
に
早
く
死
に
は
し
な
か
っ

た
ろ
う
し
、
私
も
ひ
と
り
で
北
京
へ
流
れ
つ
き
親
し
み
も
愛
も
な
く
病
床
に
呻
吟
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
ろ
う
」（
三
月
二
十
一
日
夜）

29
（

）
と

言
っ
て
恨
む
の
で
あ
る
。

莎
菲
が
毓
芳
と
、
蘊
姉
さ
ま
と
の
よ
う
に
は
親
密
に
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
も
、
同
じ
理
由
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、

毓
芳
に
は
す
で
に
雲
霖
と
い
う
恋
人
が
い
る
た
め
、
毓
芳
に
と
っ
て
最
も
愛
す
る
人
は
雲
霖
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
毓
芳
が
ど
ん
な

に
親
切
な
友
人
で
あ
っ
て
も
、
彼
女
に
と
っ
て
の
一
番
の
存
在
に
は
な
れ
ず
、
そ
の
た
め
莎
菲
は
彼
女
を
特
別
な
存
在
と
は
見
な
す
こ
と
が

で
き
な
い
の
で
あ
る
。

莎
菲
が
同
性
に
対
し
て
精
神
的
な
愛
情
を
求
め
て
い
た
こ
と
は
、
他
の
登
場
人
物
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
剣
如
と

い
う
名
の
友
人
で
あ
る
。
十
二
月
二
十
八
日
の
日
記
に
、
莎
菲
は
「
剣
如
！ 　

彼
女
は
ど
ん
な
に
私
の
自
尊
心
を
傷
つ
け
た
こ
と
だ
ろ
う
。

彼
女
の
容
貌
や
動
作
が
幼
い
こ
ろ
い
ち
ば
ん
仲
の
よ
か
っ
た
友
人
に
そ
っ
く
り
だ
っ
た
の
で
、
い
つ
し
か
彼
女
の
あ
と
を
追
い
、
彼
女
の
方
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も
わ
ざ
わ
ざ
近
づ
く
勇
気
を
与
え
て
く
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
実
に
た
え
が
た
い
仕
打
を
う
け
た
の
だ
。
思
い
出
す
た
び
に
あ
の
過

去
の
、
悔
い
て
も
及
ば
ぬ
無
頼
な
行
為
が
な
さ
け
な
く
な
る
。
と
い
う
の
は
、
一
週
間
の
間
に
長
い
手
紙
を
八
通
も
彼
女
に
書
い
た
が
見
向

き
も
し
て
く
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る）

30
（

」
と
書
い
て
い
る
。

莎
菲
は
そ
の
後
、
剣
如
を
嫌
っ
て
避
け
る
よ
う
に
な
る
。
だ
が
そ
れ
は
、
一
度
彼
女
と
親
密
に
な
ろ
う
と
し
て
接
近
し
た
が
、
自
分
が
思

う
ほ
ど
に
は
相
手
は
自
分
の
こ
と
を
思
っ
て
く
れ
ず
、
失
望
し
た
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
単
な
る
友
情
で
あ
れ
ば
相
手

の
思
い
が
自
分
ほ
ど
で
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
こ
ま
で
気
に
す
る
必
要
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
莎
菲
は
相
手
に
も
自
分
を
特
別

に
思
っ
て
も
ら
わ
な
い
こ
と
に
は
我
慢
が
で
き
な
い
。
そ
れ
は
、
相
手
に
求
め
て
い
る
の
が
単
な
る
友
情
で
は
な
く
、
恋
愛
に
も
似
た
特
別

な
友
情
だ
か
ら
で
あ
る
。
莎
菲
は
す
で
に
蘊
姉
さ
ま
と
い
う
特
別
な
存
在
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
そ
の
代
わ
り
に
精
神
的
な
愛
情
を

与
え
て
く
れ
る
女
友
達
を
求
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

莎
菲
は
凌
吉
士
の
容
貌
に
恋
し
て
い
る
も
の
の
、
彼
の
思
想
に
つ
い
て
は
嫌
悪
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
蘊
姉
さ
ま
を
失
っ
た
後
も
や
は
り

剣
如
と
い
う
女
性
に
対
し
て
親
密
な
関
係
を
求
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
莎
菲
に
と
っ
て
精
神
的
な
愛
情
を
求
め
る
対
象
が
、
常
に
女
性

で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
莎
菲
に
と
っ
て
男
性
は
は
な
か
ら
精
神
的
に
理
解
し
合
え
る
相
手
と
し
て
は
考
え
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

（
二
）
毓
芳
と
「
新
思
想
旧
道
徳
」

蘊
姉
さ
ま
と
い
う
精
神
的
な
愛
情
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
莎
菲
は
、
独
り
北
京
へ
や
っ
て
来
る
。
そ
し
て
、
そ
ん
な
彼
女
に
最
も
優
し
く
し

て
く
れ
た
友
人
が
、
毓
芳
で
あ
っ
た
。
毓
芳
は
、
い
つ
も
親
身
に
な
っ
て
莎
菲
の
身
の
回
り
の
世
話
を
焼
い
て
く
れ
る
。
し
か
し
莎
菲
は
そ
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ん
な
毓
芳
を
「
人
が
い
い
」「
噓
が
つ
け
な
い
」「
い
い
人
間
」
と
は
思
い
な
が
ら
も
、
彼
女
の
思
想
を
嘲
笑
し
て
い
る
。
な
ぜ
莎
菲
は
、
親

切
な
友
人
に
ま
で
こ
う
し
た
厳
し
い
批
判
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

莎
菲
が
毓
芳
を
批
判
す
る
理
由
は
、
日
記
の
以
下
の
部
分
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

彼
ら
は
ほ
ん
と
う
に
幸
福
だ
と
私
は
思
っ
た
。
毓
芳
に
は
雲
霖
と
い
う
愛
人
が
い
て
二
人
と
も
満
足
し
て
い
る
。
幸
福
は
、
愛
人
の

あ
る
こ
と
で
は
な
く
て
、
二
人
と
も
そ
れ
以
上
の
欲
望
が
な
く
、
平
穏
無
事
に
暮
そ
う
と
話
し
あ
う
と
こ
ろ
に
あ
る
の
だ
。
も
ち
ろ

ん
そ
う
し
た
平
凡
に
甘
ん
じ
な
い
人
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
そ
の
人
だ
け
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
私
の
毓
芳
と
は
関
係
の
な
い
こ
と
だ
。

（
一
月
一
日）

31
（

）

世
の
中
に
は
、
こ
ん
な
一
組
の
人
間
も
現
わ
れ
る
も
の
だ
。
子
供
が
で
き
る
の
を
恐
れ
て
、
一
緒
に
住
む
こ
と
を
避
け
る
よ
う
な
。

（
中
略
）
こ
の
禁
慾
主
義
者
よ
、な
ぜ
あ
の
恋
人
の
露
わ
な
肉
体
を
抱
擁
し
よ
う
と
し
な
い
の
か
。
な
ぜ
こ
の
愛
の
表
現
を
お
さ
え
よ

う
と
い
う
の
か
。
な
ぜ
二
人
が
ま
だ
床
を
共
に
し
な
い
う
ち
に
余
計
な
心
配
を
す
る
の
か
。
私
は
、
恋
愛
と
は
こ
ん
な
理
智
的
な
、

こ
ん
な
科
学
的
な
も
の
と
は
思
わ
な
い
。（
一
月
十
二
日）

32
（

）

莎
菲
は
雲
霖
と
毓
芳
の
恋
愛
を
、「
平
凡
」
で
「
禁
慾
主
義
者
」
だ
と
言
っ
て
批
判
し
て
い
る
。
こ
の
批
判
は
、
章
錫
琛
の
唱
え
る
「
霊
肉

一
致
」
の
「
新
性
道
徳
」
に
重
な
る
も
の
で
あ
る
。
莎
菲
は
さ
ら
に
、
以
下
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
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毓
芳
は
い
い
人
間
だ
。
彼
女
に
は
雲
霖
が
い
る
の
で
、「
お
よ
そ
天
下
の
情
あ
る
も
の
が
す
べ
て
眷
族
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
」
い
る

の
だ
。
彼
女
は
去
年
瑪
麗
の
た
め
に
一
度
恋
愛
結
婚
の
仲
立
ち
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
彼
女
は
ま
た
私
が
葦
弟
と
仲
よ
し
に
な
る

よ
う
に
と
望
ん
で
い
る
。（
一
月
一
日）

33
（

）

毓
芳
は
前
年
、
瑪
麗
の
た
め
に
「
恋
愛
結
婚
」
の
仲
立
ち
と
な
っ
て
お
り
、
莎
菲
と
葦
弟
も
同
じ
よ
う
に
仲
良
く
な
っ
て
「
恋
愛
結
婚
」

す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
が
、
こ
の
こ
と
も
、
莎
菲
は
快
く
思
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
こ
れ
が
「
結
婚
の
た
め
の
恋
愛
」
だ
か
ら
で
あ
ろ

う
。
莎
菲
は
「
彼
女
は
ま
た
私
が
葦
弟
と
仲
よ
し
に
な
る
よ
う
に
と
望
ん
で
い
る
」
と
書
い
た
す
ぐ
後
に
、「
そ
れ
に
し
て
も
あ
の
ノ
ッ
ポ
さ

ん
は
実
に
素
敵
だ
」
と
言
っ
て
、
毓
芳
の
思
惑
か
ら
逃
れ
た
い
か
の
よ
う
に
凌
吉
士
の
こ
と
に
思
い
を
巡
ら
せ
始
め
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
毓
芳
は
「
新
思
想
旧
道
徳
」
の
女
性
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
毓
芳
は
北
京
の
学
校
で
教
育
を
受
け
て
い
る
と
い
う
点
で
、「
新
思

想
」
で
あ
る
。
ま
た
、
結
婚
す
る
ま
で
貞
操
を
固
く
守
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
、「
旧
道
徳
」
で
あ
る
。
当
時
に
お
い
て
恋
愛
結
婚
は
新
し
い

も
の
で
あ
り
、
女
性
は
恋
愛
結
婚
に
よ
っ
て
こ
そ
男
女
平
等
を
得
ら
れ
る
と
も
考
え
ら
れ
て
い
た
。
だ
が
、
結
婚
前
に
女
性
が
貞
操
を
失
え

ば
、
後
で
悲
惨
な
結
末
を
迎
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
「
新
思
想
旧
道
徳
」
の
生
き
方
は
、
知
識
人
女
性
に
と
っ
て

比
較
的
現
実
的
で
、
多
く
の
人
々
か
ら
支
持
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
莎
菲
は
「
霊
肉
一
致
」
の
恋
愛
を
理
想
と
し
て
お
り
、
ま

た
「
良
妻
賢
母
」
と
な
る
た
め
の
結
婚
を
望
ん
で
は
お
ら
ず
、「
禁
慾
主
義
」
の
恋
愛
や
「
良
妻
賢
母
」
と
な
る
た
め
の
結
婚
を
否
定
し
た

か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
莎
菲
は
優
し
い
友
人
の
こ
と
を
敢
え
て
批
判
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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（
三
）
莎
菲
の
恋
愛
・
結
婚
観
か
ら
読
む
「
莎
菲
女
士
の
日
記
」

こ
こ
で
、
こ
の
莎
菲
の
恋
愛
・
結
婚
観
に
基
づ
い
て
、「
莎
菲
女
士
の
日
記
」
を
解
釈
し
た
い
。
莎
菲
は
は
じ
め
、
蘊
姉
さ
ま
と
の
「
精
神

的
な
愛
」
で
満
た
さ
れ
た
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
こ
の
時
、
蘊
姉
さ
ま
は
莎
菲
に
と
っ
て
特
別
な
、
何
で
も
理
解
し
合
え
る
存
在
だ
っ
た
。

し
か
し
蘊
姉
さ
ま
の
結
婚
に
よ
っ
て
、
莎
菲
は
「
精
神
的
な
愛
」
を
失
っ
て
し
ま
う
。「
精
神
的
な
愛
」
を
失
っ
た
莎
菲
は
、
北
京
で
剣
如
と

い
う
女
友
達
と
親
密
な
関
係
を
築
こ
う
と
す
る
が
、
失
敗
す
る
。
ま
た
、
毓
芳
と
い
う
友
人
が
い
つ
も
優
し
く
接
し
て
く
れ
た
が
、
彼
女
に

は
す
で
に
雲
霖
と
い
う
恋
人
が
い
る
た
め
、
彼
女
と
は
親
密
な
関
係
を
築
き
え
な
い
。
そ
の
上
、
莎
菲
は
毓
芳
の
「
新
思
想
旧
道
徳
」
な
生

き
方
に
は
満
足
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
彼
女
が
勧
め
る
葦
弟
と
の
恋
愛
結
婚
に
も
乗
り
気
で
な
い
。

そ
ん
な
時
、
莎
菲
は
凌
吉
士
に
出
会
い
、
彼
の
容
貌
に
恋
を
す
る
。
し
か
し
、
妻
が
い
な
が
ら
他
の
女
性
と
恋
愛
し
た
り
遊
郭
に
行
っ
た

り
す
る
吉
士
は
、
莎
菲
に
と
っ
て
は
な
か
ら
理
解
し
合
え
る
存
在
で
は
な
か
っ
た
。
莎
菲
は
彼
に
「
精
神
的
な
愛
」
を
求
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
知
り
つ
つ
、
欲
望
を
押
さ
え
き
れ
ず
に
彼
の
キ
ス
を
求
め
て
恋
愛
の
駆
け
引
き
を
続
け
る
。
そ
し
て
つ
い
に
、
彼
か
ら
の
キ
ス
を
得

た
莎
菲
は
「
勝
っ
た
！
」
と
思
う
。
し
か
し
、
莎
菲
は
駆
け
引
き
に
「
勝
っ
た
」
も
の
の
、
得
ら
れ
た
の
は
「
肉
体
的
な
愛
」
に
す
ぎ
な
い
。

「
霊
肉
一
致
」
の
恋
愛
を
理
想
と
す
る
莎
菲
は
、「
肉
体
的
な
愛
」
だ
け
で
は
も
ち
ろ
ん
満
足
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
結
局
、
莎
菲
は
北
京
で

自
分
が
満
足
で
き
る
よ
う
な
人
間
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
ず
、
独
り
北
京
を
去
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
莎
菲
は
「
精
神
的
な
愛
」、

「
新
思
想
旧
道
徳
」、「
肉
体
的
な
愛
」
と
い
う
経
過
を
た
ど
っ
て
、
最
後
、
ど
こ
に
も
理
想
と
す
る
生
き
方
を
見
つ
け
ら
れ
ず
に
失
望
し
て
終

わ
る
の
で
あ
る
。

以
上
で
見
た
よ
う
に
、
こ
の
作
品
で
莎
菲
は
、
単
に
凌
吉
士
と
葦
弟
と
い
う
二
人
の
男
性
の
間
で
の
ジ
レ
ン
マ
に
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、

女
性
同
士
の
親
密
な
関
係
、
新
思
想
旧
道
徳
の
友
人
た
ち
へ
の
反
発
、
通
俗
的
な
知
識
人
男
性
へ
の
欲
望
と
い
っ
た
、
よ
り
複
雑
な
状
況
に
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置
か
れ
て
い
た
。
そ
し
て
莎
菲
を
含
め
た
こ
れ
ら
登
場
人
物
た
ち
の
生
き
方
は
、
い
ず
れ
も
中
国
一
九
二
〇
年
代
末
期
の
都
市
に
お
い
て
、

新
し
い
生
き
方
と
し
て
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
丁
玲
は
莎
菲
の
姿
を
通
し
て
「
新
思
想
旧
道
徳
」
と
い
う
当
時
に
お
い
て
は
多
く
の

人
々
か
ら
支
持
さ
れ
う
る
女
性
像
を
否
定
し
、
批
判
の
的
で
あ
っ
た
「
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
」
と
し
て
の
生
き
方
を
示
し
た
。
こ
の
作
品
に
お
い

て
莎
菲
は
親
切
な
友
人
で
あ
る
毓
芳
を
見
下
す
態
度
を
取
っ
て
い
る
た
め
に
、
い
く
ら
か
自
分
勝
手
で
わ
が
ま
ま
な
女
性
に
も
映
る
が
、
こ

う
し
た
莎
菲
の
姿
を
通
じ
て
、
当
時
多
く
の
人
々
か
ら
支
持
さ
れ
た
「
新
思
想
旧
道
徳
」
と
い
う
生
き
方
に
対
し
て
大
胆
な
批
判
を
与
え
た

こ
と
は
、
こ
の
作
品
の
大
き
な
魅
力
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
丁
玲
が
あ
え
て
批
判
さ
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
「
モ
ダ

ン
ガ
ー
ル
」
を
主
人
公
に
し
た
の
は
、
丁
玲
が
専
ら
若
い
女
性
の
恋
愛
を
め
ぐ
る
物
語
を
書
い
て
い
た
初
期
に
お
い
て
も
、
幸
せ
な
結
婚
を

す
る
こ
と
だ
け
を
理
想
と
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
い
か
に
し
て
自
立
し
た
生
き
方
が
で
き
る
か
と
い
う
問
い
を
抱
い
て
い
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

注（
1
）	

銭
謙
吾
「
丁
玲
」『
現
代
中
國
女
作
家
』
北
新
書
局
、
一
九
三
一
年
、
一
八
六
─

一
八
七
頁
。

（
2
）	

茅
盾
「
女
作
家
丁
玲
」『
文
芸
月
報
』
第
二
号
、
一
九
三
三
年
七
月
十
五
日
、
二
〇
〇
頁
。

（
3
）	

周
扬
「
文
艺
战
线
上
的
一
场
大
辩
论
」、
人
民
日
报
出
版
社
『
活
页
文
选
』
新
三
十
一
号
、
一
九
五
八
年
三
月
二
日
（
袁
良
骏
編
『
丁
玲
研
究

资
料
』
天
津
人
民
出
版
社
、
一
九
八
二
年
、
四
一
四
頁
よ
り
引
用
）。

（
4
）	

袁
良
骏
「
毁
誉
褒
贬
之
间

─
谈
谈
『
莎
菲
女
士
的
日
记
』」『
十
月
』
第
一
期
、
一
九
八
〇
年
一
月
、
二
五
〇
─

二
五
一
頁
。

（
5
）	

江
上
幸
子
「
近
代
中
国
の
「
新
婦
女
」
言
説
と
「
新
女
性
」
丁
玲
」『
ア
ジ
ア
女
性
の
社
会
的
地
位
（
二
）』
フ
ェ
リ
ス
女
子
学
院
大
学
、
二
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〇
〇
三
年
。

（
6
）	

廖
钦
・
陈
锐
峰
「
试
论
莎
菲
女
士
的
形
象
─
兼
评
姚
文
元
『
莎
菲
女
士
们
的
自
由
王
国
』
一
文
」（『
贵
州
师
范
大
学
学
报 （
社
会
科
学
版
）』

一
九
八
一
年
、
四
三
頁
）
で
は
、
凌
吉
士
の
こ
と
を
「
他
的
志
趣
完
全
是
一
位
旧
社
会
地
地
道
道
的
资
产
阶
级
大
少
爷
，
是
旧
社
会
的
宠
儿
，

也
是
一
位
旧
社
会
所
风
尚
的
人
物
」
と
し
て
い
る
。

（
7
）	

张
辽
民
「
莎
菲
在
幻
灭
、
追
求
中
获
得
新
生
─
兼
评
姚
文
元
的
『
莎
菲
女
士
们
的
自
由
王
国
』
及
其
他
」（『
中
国
现
代
文
学
研
究
丛
刊
』

一
九
八
〇
年
、
八
一
頁
）
に
、「
在
莎
菲
看
来
，
苇
弟
这
种
想
独
占
她
的
感
情
的
心
理
和
干
涉
她
爱
的
权
利
的
行
为
，
正
是
庸
俗
的
封
建
道
德

观
念
在
爱
情
问
题
上
的
自
私
表
现
，
也
是
她
一
贯
尊
奉
的
女
性
尊
严
所
不
能
容
忍
的
，
因
此
，
她
决
定
用
爱
凌
吉
士
来
逼
苇
弟
死
心
」
と
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

（
8
）	

张
永
泉
「
在
黑
暗
中
寻
求
光
明
的
女
性
─
莎
菲
形
象
的
再
评
价
」（『
中
国
现
代
文
学
研
究
丛
刊
』
一
九
八
三
年
、
一
六
三
頁
）
に
、「
她
对

感
情
的
执
着
追
求
中
，
从
她
对
毓
芳
、
云
霖
的
戴
着
枷
锁
跳
舞
式
的
恋
爱
的
嘲
笑
中
，
可
以
看
出
她
对
父
母
之
命
，
媒
妁
之
言
的
封
建
婚
姻

会
抱
有
多
么
强
烈
的
反
对
态
度
」
と
あ
る
。
し
か
し
、
雲
霖
と
毓
芳
の
カ
ッ
プ
ル
は
「
父
母
の
命
」「
媒
酌
の
言
」
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。

（
9
）	

こ
の
作
品
の
邦
訳
に
は
他
に
、
尾
坂
徳
司
・
岡
本
隆
三
共
訳
『
丁
玲
作
品
集　

新
中
國
文
學
選
集
』（
青
木
文
庫
、
一
九
五
三
年
）
に
収
め
ら

れ
た
「
莎

シ
ヤ
ー

菲フ
エ
イ

女
士
の
日
記
」
が
あ
る
。
翻
訳
の
正
確
さ
で
は
尾
坂
・
岡
本
訳
の
方
が
優
れ
て
い
る
が
、
日
本
語
の
完
成
度
の
点
で
岡
崎
訳
の

方
が
優
れ
て
い
る
と
考
え
、
本
論
文
で
は
岡
崎
訳
を
使
用
し
た
。

（
10
）	

俞
寄
凡
「
戀
愛
和
性
慾
的
關
係
」『
婦
女
雜
誌
』
第
七
巻
第
六
号
（
一
九
二
一
年
六
月
）、
Y. 

D.
（
原
著
・
本
間
久
雄
）「
戀
愛
的
移
動
性
與
一

夫
一
婦
制
的
改
造
」
第
八
巻
第
九
号
（
一
九
二
二
年
九
月
）、
陳
德
徵
「
性
愛
的
價
値
」
第
八
巻
第
九
号
（
一
九
二
二
年
九
月
）、
Y. 

D.
「
自

由
戀
愛
與
戀
愛
自
由
」
第
九
巻
第
二
号
（
一
九
二
三
年
二
月
）、Y. 

D.
「
自
由
戀
愛
與
戀
愛
自
由
續
篇
」
第
九
巻
第
二
号
（
一
九
二
三
年
二
月
）、

章
錫
琛
「
讀
鳳
子
女
士
和
Y. 

D.
先
生
的
討
論
」
第
九
巻
第
二
号
（
一
九
二
三
年
二
月
）
等
。

（
11
）「
新
衜
德
是
什
麼
」『
婦
女
雜
誌
』
第
十
一
巻
第
一
号
、
一
九
二
五
年
一
月
、
二
─

七
頁
（
中
国
女
性
史
研
究
会
『
中
国
女
性
の
一
〇
〇
年　

史
料
に
み
る
歩
み
』
青
木
書
店
、
二
〇
〇
四
年
三
月
、
八
三
頁
の
訳
に
よ
る
）。

（
12
）	

長
劍
「
儀
式
」『
新
女
性
』
第
三
巻
第
三
期
、
一
九
二
八
年
三
月
、
二
八
三
─

二
八
四
頁
。

（
13
）	

黃
亞
中
「
戀
愛
的
悲
劇
」『
婦
女
雜
誌
』
第
九
巻
第
十
二
号
、
一
九
二
三
年
十
二
月
、
三
七
─

四
一
頁
。

（
14
）	

劉
維
坤
「
黃
女
士
的
自
述
」『
婦
女
雜
誌
』
第
十
巻
第
二
号
、
一
九
二
四
年
二
月
、
三
六
八
─

三
六
九
頁
。
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（
15
）	

豈
凡
「
馬
振
華
的
自
殺
及
世
評
」『
新
女
性
』
第
三
巻
第
四
号
、
一
九
二
八
年
四
月
、
三
六
四
─

三
七
一
頁
。

（
16
）	
余
华
林
『
女
性
的
〝
重
塑
〟
─
民
国
城
市
妇
女
婚
姻
问
题
研
究
』
商
务
印
书
馆
、
二
〇
〇
九
年
、
七
二
頁
。

（
17
）	
冉
子
「
摩
登
婦
女
與
賢
妻
良
母
」、
天
津
『
大
公
報
』
一
九
三
一
年
七
月
二
十
九
日
（
余
华
林
『
女
性
的
〝
重
塑
〟
─
民
国
城
市
妇
女
婚
姻

问
题
研
究
』
商
务
印
书
馆
、
二
〇
〇
九
年
、
四
二
三
頁
よ
り
引
用
）。

（
18
）	

董
玥
「
谁
惧
怕
摩
登
女
郎
？
」『
娱
悦
大
众 

民
国
上
海
女
性
文
化
解
读
』
上
海
辞
书
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
二
月
、
一
六
二
─

一
六
八
頁
。

（
19
）	

余
华
林
『
女
性
的
〝
重
塑
〟
─
民
国
城
市
妇
女
婚
姻
问
题
研
究
』
商
务
印
书
馆
、
二
〇
〇
九
年
、
四
二
一
頁
。

（
20
） 

章
錫
琛
「
新
思
想
舊
道
德
的
新
女
子
」『
新
女
性
』
第
三
巻
第
六
号
、
一
九
二
八
年
六
月
、
六
一
〇
頁
。

（
21
）	

丁
玲
「
暑
假
中
」（
一
九
二
八
年
）「
歳
暮
」（
一
九
二
九
年
）、
廬
隠
「
麗
石
的
日
記
」（
一
九
二
三
年
）「
海
浜
故
人
」（
一
九
二
三
年
）「
漂

泊
的
女
児
」（
一
九
三
二
年
）、
凌
叔
華
「
説
有
這
麼
一
回
事
」（
一
九
二
六
年
）
等
。

（
22
）	

刘
传
霞『
被
建
构
的
女
性　

中
国
现
代
文
学
社
会
性
別
研
究
』齐
鲁
书
社
、二
〇
〇
七
年
十
月
、二
八
一
頁
。な
お
、女
性
同
士
の
同
性
愛
自
体
は
、

中
国
に
お
い
て
古
く
か
ら
存
在
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
R. 

H.
フ
ー
リ
ッ
ク
著
、
松
平
い
を
子
訳
『
古
代
中
国
の
性
生
活　

先
秦
か
ら
明
代

ま
で
』（
せ
り
か
書
房
、
一
九
八
八
年
一
月
）
に
は
「
女
性
の
同
性
愛
に
つ
い
て
は
、
寛
容
な
態
度
が
と
ら
れ
て
お
り
、
お
お
ぜ
い
の
女
た
ち

が
長
期
間
つ
ね
に
間
近
に
く
ら
す
こ
と
を
強
い
ら
れ
て
い
れ
ば
、
女
同
士
の
同
性
愛
は
避
け
難
い
と
い
う
こ
と
も
認
め
ら
れ
て
い
た
」（
七
五

頁
）
と
の
記
述
が
あ
る
。

（
23
）	

常
彬
『
中
国
女
性
文
学
话
语
流
变
一
八
九
八
―
一
九
四
九
』
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
、
一
七
五
頁
。

（
24
）	

同
、
一
七
五
頁
。

（
25
）	

岡
崎
俊
夫
訳
「
莎ソ
フ
ィ菲
女
士
の
日
記
」『
霞
村
に
い
た
時
』
岩
波
書
店
、
一
九
五
六
年
、
六
、
七
頁
。

（
26
）	

同
、
九
頁
。

（
27
）	

同
、
三
六
─

三
七
頁
。

（
28
）	

同
、
四
三
、
四
四
頁
。

（
29
）	

同
、
四
四
頁
。

（
30
）	

同
、
一
〇
頁
。

（
31
）	

同
、
一
三
頁
。
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（
32
）	

同
、
二
一
頁
。

（
33
）	

同
、
一
三
─

一
四
頁
。


